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Ⅰ．学部（短期大学は学科）等ごとの経常的経費の計算

１．学生

（１）学生経費  《配分基準Ⅲの５のア》

　　　　学生数（定員内現員） 《配分基準Ⅱの３》　×　       千円　 （参考）在籍学生数関係

私立大学等経常費補助金取扱要領

学生定員・現員調査票 ４の（９）
定員の充足状況による不交付措置 ｐ．4

別記１

長期履修学生の在籍学生数の取扱いについて ｐ．13

私立大学等経常費補助金配分基準
◆経常的経費の計算 学生数の算定

（注） 在籍学生数が定員に満たない場合の増減率 ｐ．47

人 × 千円 ＝ 千円 編入学 ｐ．47

人 × 千円 ＝ 千円 留年者 ｐ．47

２．教員 （３）研究旅費（配分基準Ⅲの７）

（１）専任教員等給与費　《配分基準Ⅲの１のア》 補助対象教員数　× 千円

千円

千円

《配分基準Ⅱの１》 補助対象教員数　×　  千円

◆経常的経費の計算 人 人 × 千円 ＝ 千円

人 人 × 千円 ＝ 千円

人 人 × 千円 ＝ 千円

人 人 × 千円 ＝ 千円 研究旅費支出調査票

（２）教員経費　《配分基準Ⅲの５のア》

　　補助対象教員数　× 千円 千円

◆経常的経費の計算 千円

千円

人 人 × 千円 ＝ 千円

人 人 × 千円 ＝ 千円 ◆経常的経費

千円

千円

食物栄養 12

生活文化 10

学 部 等 ご と の 実 支 出 額

学科名 補助対象教員数 補助対象教員数　×　   千円

いずれか低い額

食物栄養 814

学科名
（見込額）

研究旅費

合　計 1,324

生活文化 510

食物栄養

生活文化

学科名 低い方の額

98

250

300

200 192 100

527 268

100 98 100 94

150

現員

165

2年次 計

食物栄養

現員

335 150 170

26.5.1現在の入学
定員・入学者数

定員

生活文化

学科名
定員 現員 定員 現員

1年次

定員

170 150

学科名

250 259 500合　計 250 268

定員 現員 　経　常　的　経　費　の　計　算

学科名

食物栄養

食物栄養

生活文化

補助対象教員数

　　補助対象教員数　×

生活文化 10

12

生活文化

年 間 平 均 給 与 費

12

10

経　常　的　経　費　の　計　算

いずれか低い額

食物栄養

平均給与費〕〔専任教員等個人票から
年間支給総額

＝

学科名 補助対象教員数 経　常　的　経　費　の　計　算

専任教員等数

年間標準給与費の額

P42

P27

P27
P29

P42
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 計算表４－２ 平成26年度　専任教員及び学生の経費に係る増減率算定表

ア ウ オ ク サ

［入学定員(a)］ 増減率

<定員除編(c)> <現員除編(h)> ④+⑤+⑥
学生定員(e) (g) 現員含編(i) +⑦+⑧

(人) (人) (人) (％) (％)
(150) ※１

<300> <   > ▲ ▲
300 12 ▲
(100) ※１

<200> <   > ※２ ▲ ▲
200 10 ▲

(250)
<500>
500 22 
0 
0 

500 

(注）Ａ区分：収容定員に対する在籍学生数の割合による増減率。
　　　　　　 < >内は編入学を除いた数である。増減率①は低い方の増減率とする。
　　 Ｂ区分：専任教員等の数に対する在籍学生数による増減率。
　　       　原則としてｆ/ｇとするが、ｅ>ｆのときは、ｅ/ｇとする。ただし、夜間部、第三部の学部等を除く。
　　 Ｃ区分：学生納付金収入に対する教育研究経費支出及び設備関係支出の割合による増減率。

平成26年度私立大学の収入支出調査票（平成25年度決算）

353,000 千円 配分基準

135,000 ※１ 留年者、就職内定取消者 ｐ．４７　別表２（注）10，11

20,000

111,000 ※２ 在籍学生数が定員に満たない場合の増減率　 ｐ．４９　別表３（注）8
 Ｅ その他 15,000

634,000 ※３ 調整係数表 ｐ．４６～５０［別表２］［別表３］［別表４］

75,103

23,500 ※４ 教職員給与指数による増減率　 ｐ．５１［別表５］

14,400

113,003 ※５ 情報の公表の実施状況による増減率 ｐ．５２［別表６］

17.8 ％

612,300 ※６ 年間給与費の額の状況等による増減率 ｐ．５３［別表７］
△ 0
△ 98,150 ※７ 収入超過状況による増減率 ｐ．５４［別表８］

514,150

増減率⑥（%）※５

情報の公表

学生納付金収入
(j)(千円）

教研費等支出
(k)(千円）

(%)      ③(%) ※３

増減率⑧
(%)

差引収入超過額
（千円）※７

高額給与
増減率⑦（%）※６

1.0

527 

0 
0 

小計

合　　計　(ア＋ウ）

専攻科分(ウ）

(268)
<527>
527 

通信教育分(イ）

　　計　　(ア）
(通信教育分は除く)

(人)

<現員除編(d)>
学生現員(f)

　生活文化学科

(170)
<335> <10>

Ａ 区 分

(人)

専任教員
等数 <留年除編>

留年含編

Ａ区分算定基礎数

増減率

Ｃ 区 分
割合(k/j)

教員給与指数
※４

学     部     等     名

［入学現員(b)］

増減率⑤
(%)

職員給与指数
※４

(人)

給与指数⑤
情報公表⑥

(％)

 率合計
④＝
①+②+③

10 

<192>
192 

　食物栄養学科

335 

　　　i/e  
(％)

増 減 率

(％)

人員 f/g
　　  e/g 

割合<h/c>
    ① ※３

キ コ

(％)

高額給与⑦
収入超過⑧

(％)

補正率

ケ

増 減 率

Ｂ 区 分

    ② ※３

イ エ カ

<    >
8 
<8>

<    >

(98)

 Ｆ 学生納付金収入（Ａ～Ｅ計）

 Ｃ 実験実習料収入

 Ｄ 施設設備資金収入

 Ａ 授業料収入

決 算 額

支

出

 Ｇ 教育研究経費支出

 Ｈ 教育研究用機器備品支出

 Ｉ 図書支出

 Ｏ 差引収入（支出）超過額（Ｌ＋Ｎ又はＭ＋Ｎ）

 Ｋ 学生納付金収入に対する教育研究経費等支出の割合

 Ｌ 翌年度繰越消費収入超過額

 Ｍ 翌年度繰越消費支出超過額

 Ｎ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額

 Ｊ 教育研究経費支出及び設備関係支出（Ｇ～Ｉ計）

切り捨て 切り捨て

切り捨て 切り捨て切り捨て

教

育

研

究

経

費

支

出

及

び

設

備

関

係

支

出

 Ｂ 入学金収入

科　目

収

入

学
生
納
付
金
収
入

P46～48 P46 P49

P51P50

平均給与
教員（ ）÷ 9,830 ＝（ ）
職員（ ）÷ 6,928 ＝（ ）

B区分：定員＞現員は定員/教員、定員＜現員は現員/教員
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 計算表４－３ 平成26年度　教員に係る補助金配分額計算表

オ カ キ ケ サ

圧縮後額

経常的経費
(g=c×f）

(f) 申 請 額 (h＝a×b･e･g) (i=h×0.5) (ｊ) (n=i+k+l+m) (q = o＋p)
千円 (千円) (千円) (千円) (％) (千円) (千円) (千円)

（給与）

0
食物栄養学科 0 

（経費）

0
70 840 0 

840 （旅費）

814 0
0 

（給与）

0
生活文化学科 0 

（経費）

0
70 700 0 

700 （旅費）

510 0
0 

（端数は切り捨て）

　
（給与）

0
Ａ Ｂ 0 

（経費）

0
0 

（旅費）

0
0 

↑ 圧縮率 ＝ 0.688356680

学校配点（Ｂ／Ａ 端数は切り上げ（プラスの場合は切り捨て））
※１ 第二次調整額　　　配分基準　ｐ．38，53 　　　　

高額給与等調整　･･･　学長は役員を兼務しているため、職員給与費での調整となる。
       ★改革支援増額（ｍ）＝第二次調整後額（i+k+l)×増額割合
　　　　増額割合は、計算表４-１の(i)

補助金額
教給与費/経
費/研究旅費

(ｌ) ( )　※１
区分

研　究　旅　費教　員　経　費
第一次調整額

第二次調整額
増減率 圧縮前額(k=i×j)

修 講

他 医

他 他

小計

博講他

12 
12 

修 教

PD,RA,TA

博教他

他 医

他 他

小計
5,900 

590 10 5,900 
10 

7,118 

4,871 

PD,RA,TA

22 

22 

教 員 数 (a)

配分基礎数

博教他

博講他

(e=c×d)(c)

修 教

（端数は四捨五入）

改革支援増額
(m)脚注★
(千円)

(p) ( )

第三次調整額

計

学  部  等  名

4,871 

10 

7,118 

ア

10 

12 

4,871 

7,118 

平 均 給 与

12 

単 価 (b)

修 講

コク

単価

エウ

(o=n×圧縮率)補助金基準額経常的経費

イ

改革は四捨五入

端数は切り上げ

経常的経費

7,080 

教員数

(千円)
(d)

(千円)

7,080 

単 価

590 

(人)
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計算表４－４ 平成26年度　学生に係る補助金配分額計算表

オ カ キ ケ サ

第一次調整額 圧縮後額

基準額 第二次調整額

　(a)  (b) (e=c×d) (f=e×0.5) (g) (k=f+h+i+j) (n＝l + m)
(千円) (千円) (％) (千円) (千円) (千円)

 食物栄養学科 0 0 0 
(0) 300 (0) 335

0 0 

障害のある学生,ＩＣＴ(障数,障取,ＩＣＴ取) 0 2 ※１

 生活文化学科 0 0 0 
(0) 200 (0) 192

0 0 

障害のある学生,ＩＣＴ(障数,障取,ＩＣＴ取) 1 ※１

（端数は切り捨て）

0 

0 0 0 

障害のある学生,ＩＣＴ(障数,障取,ＩＣＴ取) ※１

圧縮率 ＝ 0.688356680
（注）（ ）内は編入学定員／現員である。
　　　専攻科は大学評価・学位授与機構の認定を受けた専攻科である

　★改革支援増額（j）=第二次調整後額（f+h+i)×増額割合
  　増額割合は、計算表４-１の(i)

※１　配分基準Ⅲの５のア　ｐ．29，44，45 [別表１]  障害のある学生,ＩＣＴ（　　 ）内訳 単位：千円

 障数（　 1 ＩＣＴ取 （  2 * 200 ）

学　生　数
補助金額学生経 経常的経費 補助金 増減率 (h = f × g)

 障取 （　3 * 400 )

0 

6 

* 1,600 ）

527
527
0

0 

527

0

3 
0 68 

68 

コエウ

学生数
(c=a,b)

費単価
(d)

対象 圧縮前額 ( l = k×圧縮率)

ア イ ク

(人) (千円)

0 68 

計

専攻科
本　課
計

通　教
合　計

学  科

合　計

合　計

専攻科

(編定員) 定 員

(人) (人)

335

学　部　等　名 種　別

専攻科
学  科

192

500

500

第三次調整額
　(ｉ)( ) 　(m)( )

（端数は四捨五入）

(編現員) 現 員

端数は切り上げ

改革は四捨五入

改革支援増額
(j)脚注★
（千円）

0

0

300

200

68 

500
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Ⅱ．学校ごとの経常的経費の計算

１．教　員

（１）非常勤教員給与費　《配分基準Ⅲの３》

◆経常的経費の計算

（ａ） （ｂ）

時間 円 千円

（ａ） 授業時間数の決定　《配分基準別記５》

（ア） 教授 人 × 時間 ＝ 時間

准教授 人 × 時間 ＝ 時間

講師 人 × 時間 ＝ 時間

合計

（イ）非常勤教員が担当した総授業時間数 時間

非常勤教員調査票

（ｂ） 単価の決定

（ア）　１授業時間当たりの標準経費 配分基準Ⅲの３より 円

（イ）　１授業時間当たり平均給与費の額 非常勤教員調査票より 円

切り捨て

切り捨て

いずれか低い時間数

１時間当たりの学校平均単価
（Ｄ/Ｃ）　（Ｅ）

（Ｃ） （Ｄ）3,050 7,625,000

3,050

時間

生活文化学科

学 校 計

1,300

いずれか低い額
5,100

4,375,000

3,250,000

非 常 勤 教 員 給 与
支 給 総 額 （ Ｂ ） 円

食物栄養学科

非 常 勤 教 員 年 間 担 当
総授業時間数（ Ａ ） 時間

1,750

学 部 等
コ ー ド

昼夜等
コ ー ド

　　非常勤教員授業時間数　× いずれか低い額

×
33.37

100
人

１ 授 業 時 間 当 た り の 標 準 経 費

＝

１ 授 業 時 間 当 た り の 平 均 給 与 費 の 額

時間

学 部 等 名

経 常 的 経 費

（ａ）×（ｂ）＝（ｃ）

時 間 数 単　　価

P28

P37

P28
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（２）専任教員福利厚生費

◆経常的経費の計算

円 千円

人 円 千円 千円

円 千円

①．私立学校教職員共済法による長期給付　《配分基準Ⅲの４のオ》

円

専任教職員福利厚生費調査票（長期給付の平均掛金）

人 円 円 円

②．労働者災害補償保険　《配分基準Ⅲの４のア》

円

専任教職員福利厚生費調査票（労災保険の平均掛金）

人 円 円

③．雇用保険　《配分基準Ⅲの４のウ》

円

専任教職員福利厚生費調査票（雇用保険の平均掛金）

人 円 円

区　分

区　分

区　分

 いずれか低い額

33,426

5月分平均掛金Ｃ
Ｂ／Ａ

年間平均掛金Ｄ
Ｃ　×　12

401,112

年 間 平 均 保 険 料 Ｃ
Ｂ／Ａ

平成26年5月分の長期給付
掛金額（学校法人負担分）Ｂ

合計

②　労　災　保　険

平 均 支 出 額 Ｄ

345,000

専 任 教 員

専 任 教 員

　専任教員等の数　×
標 準 経 費

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

専 任 教 員 24

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

24

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

平 均 支 出 額

標 準 経 費

　専任教員等の数　×
Ｃ

41,000

802,224

雇 用 保 険 Ｂ
平 成 26 年 度 概 算 額

年 間 平 均 保 険 料 Ｃ
Ｂ／Ａ

514,456 21,435

 いずれか低い額

労 災 保 険 Ｂ
平 成 26 年 度 概 算 額

15,000

24 1,499,468 62,477

標 準 経 費
 いずれか低い額

平 均 支 出 額

Ｃ
　専任教員等の数　×

③　雇　用　保　険

①　長　期　掛　金

区　　　　分
専任教員等の数

（ａ）
単　　価

（ｂ）
経　常　的　経　費
（ａ） × （ｂ） ＝ （ｃ）

P28

P28

P28
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（３）非常勤教員福利厚生費

◆経常的経費の計算

円 千円

円 千円

①．労働者災害補償保険　《配分基準Ⅲの４のイ》
切り捨て

非常勤教員福利厚生費調査票（労災保険の平均掛金）

時間 円 円

②．雇用保険　《配分基準Ⅲの４のエ》
切り捨て

非常勤教員福利厚生費調査票（雇用保険の平均掛金）

時間 円 円

（４）専任教員等退職金財団掛金補助　《配分基準Ⅲの１のイ》

◆経常的経費の計算

人 円 千円

円

私立大学退職金財団掛金支出調査票

人 円 円 円専 任 教 員 24

区　分

区　分

区　分

非 常 勤 教 員 授 業 時 間 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

労 災 保 険 Ｂ
平 成 26 年 度 概 算 額

円

（端数は切捨て）

3,050

×

42,700

平 均 支 出 額 Ｄ

平 成 26 年 5 月 分 掛 金 Ｂ

単　　価

（ｂ）

5月分平均掛金Ｃ
Ｂ／Ａ

年間平均掛金Ｄ
Ｃ　×　12

合計

14

5,100 円

3

千円

いずれか低い額

いずれか低い額

１時間当たりの平均掛金Ｃ
Ｂ／Ａ

783,780

1000

専任教員等の数 経 常 的 経 費

（ａ） × （ｂ） ＝ （ｃ）（ａ）

　非常勤教員の授業時間数　×
標 準 経 費

非 常 勤 教 員

　非常勤教員の授業時間数　×
標 準 経 費 5,100

平 均 支 出 額 Ｃ

区　　　　分
非常勤教員授業時間数

（ａ）

×
8.5

1000

103,950 34

平 均 支 出 額 Ｃ

非 常 勤 教 員 授 業 時 間 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

雇 用 保 険 Ｂ
平 成 26 年 度 概 算 額

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

１時間当たりの平均掛金Ｃ
Ｂ／Ａ

1,567,560 65,315

　専任教員等の数　×
標 準 経 費 369,000

 いずれか低い額

非 常 勤 教 員 3,050

単　　価
（ｂ）

経　常　的　経　費
（ａ） × （ｂ） ＝ （ｃ）

②　雇　用　保　険
時間

①　労　災　保　険

P28

P28

P27
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２．職　員

（１）専任職員給与費

◆経常的経費の計算

人 千円 千円

（ａ） 専任職員数の決定　《配分基準Ⅱの２》

専任職員数 人

専任教員数　 人 × 0.8 = 17
切り捨て

（ｂ） 単価の決定　《配分基準Ⅲの２のア》

平均給与費 ＝ 千円 （大学等専任職員・個人票から）

（２）職員福利厚生費

◆経常的経費の計算

円 千円

人 円 千円 千円

円 千円

①．私立学校教職員共済法による長期給付　《配分基準Ⅲの４のオ》

円

専任教職員福利厚生費調査票（長期給付の平均掛金）

人 円 円 円

②．労働者災害補償保険　《配分基準Ⅲの４のア》

円

専任教職員福利厚生費調査票（労災保険の平均掛金）

人 円 円

区　分

②　労　災　保　険

区　　　　分

（ａ） × （ｂ） ＝ （ｃ）

594,074

経　常　的　経　費
（ａ） × （ｂ） ＝ （ｃ）

専任職員の数
（ａ）

年 間 平 均 保 険 料 Ｃ
Ｂ／Ａ

 いずれか低い額
標 準 経 費 255,000

年間平均掛金Ｄ
Ｃ　×　12

単　　価
（ｂ）

合計

いずれか少ない数

経 常 的 経 費

274,188

いずれか低い額

専任職員数 単　　価

3,601

（ａ） （ｂ）

標準給与費 千円

区　分

22,849

＝

③　雇　用　保　険

①　長　期　掛　金

平成26年5月分の長期給付
掛金額（学校法人負担分）Ｂ

5月分平均掛金Ｃ
Ｂ／Ａ

Ｄ

 いずれか低い額

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

労 災 保 険 Ｂ
平 成 26 年 度 概 算 額

26

25

22

　専任職員の数　×
平 均 支 出 額

専 任 職 員

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

431,418 16,593専 任 職 員

11,000

平 均 支 出 額 Ｃ

26

　専任職員の数　×
標 準 経 費

P26

P27

P28

P28
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③．雇用保険　《配分基準Ⅲの４のウ》

円

専任教職員福利厚生費調査票（雇用保険の平均掛金）

人 円 円

（３）専任職員退職金財団掛金補助　《配分基準Ⅲの２のイ》

◆経常的経費の計算

人 円 千円

円

私立大学退職金財団掛金支出調査票

人 円 円 円

３．学　生

（１）厚生補導費　《配分基準Ⅲの６》

◆経常的経費の計算

（ａ） （ｂ）

人 円 千円

　　学生数（定員内現員）　×　標準経費 3,900円

※　年間給与費の額の状況等による専任教職員給与費の金額の増減 配分基準　ｐ．38，53

理事長 千円 － 千円 ＝ 千円

学長 （理事） 千円 － 千円 ＝ 千円

事務局長 千円 － 千円 ＝ 千円

合計 千円 （第二次調整額）

切り捨て

区　分

区　分

　専任職員の数　×

補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

専任職員数 単　　価 経 常 的 経 費

専 任 職 員 1,249,734

平 均 支 出 額 Ｄ

48,06626

 いずれか低い額

年間平均掛金Ｄ
Ｃ　×　12

標 準 経 費 267,000

460,836専 任 職 員 26 998,478 38,403

5月分平均掛金Ｃ
Ｂ／Ａ

雇 用 保 険 Ｂ
平 成 26 年 度 概 算 額

年 間 平 均 保 険 料 Ｃ
Ｂ／Ａ

　専任職員の数　×
標 準 経 費 31,000

 いずれか低い額

対象学生数 単　　価 経 常 的 経 費

（ａ）×（ｂ）＝（ｃ）

Ｃ平 均 支 出 額

（ａ） （ｂ） （ａ） × （ｂ） ＝ （ｃ）

12,096

21,500

18,250

平 成 26 年 5 月 分 掛 金 Ｂ
補 助 対 象 加 入 者 数 Ａ
（ 平 成 26 年 5 月 現 在 ）

P28

P27

P29

― 9 ―



ア イ ウ
(端数は四捨五入)

第一次調整額

員数 単価 経常的経費 （ｆ＝ｄ×ｅ）

第二次調整額

（ａ） （ｂ） （ｃ＝ａ×ｂ） （ｇ）（△）

（人） （千円） （千円） （千円）

22 0.688356680

22

22 0.688356680

22

22 0.688356680

22

1,551 2,500 0.688356680

3,050 （円）

0.688356680

0.688356680

22 369 0.776784200

24

17 3,601 0.688356680

25 (4,437)

0.688356680

17 267 0.776784200

26

492 0.688356680

492 0.688356680

22 345 千円
24
22 15
24
22 41
24
17 255
26
17 11
26
17 31
26
0 0
0 x70.9/1000

1,551 4,666
3,050 x3/1000

1,551 4,000
3,050 x8.5/1000
492 3,900

（円）
0 1,000

（円）

その他

計

職

員

第二次調整後額

0

0

0

0

0

0

教員枠

病床数

助手枠

その他

計

医学部

（ｄ＝ｃ×率）

平成26年度　費目別補助金配分額計算表
オ ク ケ

圧縮率(h=d+f+g)

計算表４－１

サエ カ キ

補助金基準額 (m=k×l)
圧縮後額

(端数は切り捨て) (端数は切り上げ)

0

非 教 員

非常勤教員
給与費

（千円）

コ

（o＝m＋n）

0

0

改革支援増額

補助金額

（l）

0

0

0

0

4/10

0

5/10

0

19.1%

250,000

5/10

5/10

5/10

4/10

5/10

労 災

教 員 等

福 利 厚 生 費

厚 生 補 導 費

雇 用

通 教

本 課

10,000

補 助 金 額
（ ③ + ④ ）

 増額上限(千円)

0

非 常 勤 教 員

福 利 厚 生 費

改革総合
支援事業

 増額割合(i)

労 災

職 員

福 利 厚 生 費

雇 用

0認証評価経費②

5/10

0

0

教 員 経 費

研 究 旅 費

職

員
退 職 金 財 団 掛 金 補 助

非常勤教員福利厚生費

退 職 金 財 団 掛 金 補 助

職 員 給 与 費

職 員 福 利 厚 生 費

非 常 勤 教 員 給 与 費

補　助　費　目　等

一 般 補 助 ③
（ ① + ② ）

教員給与費

0

（千円） （千円）

（n）( )

（千円）(％)

別表

(k = h + j)(j=h×i)
（千円）

3,846 0

0

0

0

0

増減率

（ｅ）

0

第三次調整額

圧縮前額

0
別表

0

0

8

福利厚生費

専 教 員
研究旅費

専 教 員

認証評価

0

職員給与費

学生経費

厚 生 補 導 費

0

雇 用

長 期

合               計

長 期

人数調整の内容
　　　　　　　（人）

0

①

教育研究経常費

教 員 等 福 利 厚 生 費
4/10

0

教

員

特 別 補 助 ④

別表

4/10

教 員 給 与 費

内

訳

学

生

0
労 災

5/10

長 期

5/10

学 生 経 費 別表

学 校 名

教

員

厚生補導費

0

(端数は切り捨て)

東短期大学

教員経費 専 職 員

特別補助 退職金
財団掛金補助

専 職 員

8
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